
発見文脈の存在文では、主語は主格助詞を取るが(1)、主語要素が談話に
既出である場合は主題助詞も取れる(2)。

(1)　　haijaa=no　　kita.
　　　タクシー=主格  来た
　　　（唐突に）タクシー来た！
(2)　　haijaa=no/wa　　kita.
　　　タクシー=主格/主題 来た
　　　（電話で呼んだタクシーを待っていて）タクシー来た！

存在文ではなく、Event-reportingな発見文の場合も、主格助詞と主題
助詞のどちらも取れる(3)。

(3)　　singooki=no/wa　　taoretoruhuu.
　　　 信号機=主格/主題　　倒れているようだ
　　　 信号機倒れてる！

主語がダイクシス表現を伴うときは主題助詞しか取らない(4)。

(4)　　ano　tokee=wa　　tomattoruhuu.
　　　 あの　時計=主題　　 止まっているようだ
　　　 あの時計止まってる！

(2)や(4)は、標準語研究で「ハもガも使えない文」と呼ばれる。
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